
汚染水対策スケジュール（1/2）

東京電力ホールディングス株式会社
汚染水対策分野

201９／８／２9現在

21 28 4 11 18 25 1 8 15 下 上 中 下 前 後

２０１９年６月１３日　実施計画変更申請

２０１９年６月１３日　実施計画変更申請

第三セシウム吸着装置設置コールド試験完了（Ｈ３０．７月）

2019年7月12日運用開始

現
場
作
業

浄化設備

現
場
作
業

【サブドレン浄化設備】
（実績）
　・処理運転
（予定）
　・処理運転

Ｈ４エリアＮｏ．５タ
ンクからの漏えい対策

括
　
り

現
場
作
業

汚
染
水
対
策
分
野
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長
期
課
題

現
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作
業

現
場
作
業

現
場
作
業

これまで１ヶ月の動きと今後１ヶ月の予定

【既設多核種除去設備】
（実績）
　・処理運転（A系統）
　・処理停止（Ｂ・C系統）
　
（予定）
　・循環ポンプ不具合のため処理停止
　　Ｂ系統（７／２～１２月）
   ・共沈タンク交換のため処理停止
　　Ｃ系統（３／１～９月上旬）

　

陸側遮水壁

分
野
名

【１～４号機滞留水浄化設備】
（実績）
　・【１～４号機】建屋滞留水浄化　運用中

建屋滞留水処理

【第三セシウム吸着装置】
（実績）
　・処理運転

（予定）
　・処理運転

【１，２号機　滞留水移送装置設置】
【３，４号機　滞留水移送装置設置】
（実績）
　・穿孔・地下階干渉物撤去
　・架台・配管・ポンプ設置

　

※処理水及びタンクのインサービス状況に応じて適宜運転または
処理停止
※9/14に使用前検査（除去性能確認）を受検，使用前検査終了証
を受領した2017年10月16日よりホット試験から本格運転へ移
行
（運転状態・除去性能はホット試験中と変わらず）
2017年10月12日付　増設多核種除去設備使用前検査終了証受
領
（原規規発第1710127号）

７月 ８月

【増設多核種除去設備】
（実績）
　・処理運転（Ａ・B・Ｃ系統）

（予定）
　・処理運転（A・Ｂ・Ｃ系統）

備　考９月 １１月１０月

処理水及びタンクのインサービス状況に応じて適宜運転
または処理停止

2017年７月２８日　除染装置関連設備撤去の実施計画変更認可
（原規規発第1707283号）
201７年９月２８日　第三セシウム吸着装置設置の実施計画変更
認可（原規規発第1709285号）

サブドレン汲み上げ、運用開始（2015.9.3～）
排水開始（2015.9.14～）

※ 7/11A系前処理設備ドレンラインから漏えい

処理水及びタンクのインサービス状況に応じて適宜運転
または処理停止

2016年3月30日　陸側遮水壁の閉合について実施計画変更認可
（原規規発第1603303号）
2016年12月2日　陸側遮水壁の一部閉合について実施計画変更
認可（原規規発第1612024号）
2017年3月2日　陸側遮水壁の一部閉合について実施計画変更認
可　（未凍結箇所4箇所の閉合：原規規発第1703023号）
2017年8月15日　陸側遮水壁の一部閉合について実施計画変更
認可　（未凍結箇所1箇所の閉合：原規規発第1708151号）

２０１９年１月２８日　第三セシウム吸着装置使用前検査修了証受領
（原規規発第１９０１２８６号）

現
場
作
業

現
場
作
業

現
場
作
業

【高性能多核種除去設備】
（実績・予定）
　・処理運転

（実績・予定）
・未凍結箇所補助工法は2018年9月に完了
・維持管理運転2019年2月21日全域展開完了

　

（実績・予定）
・汚染の拡散状況把握

【1～４号機】建屋滞留水浄化 運用中

処理運転（処理水の状況に応じて適宜運転または処理停止）

Ａ系 処理運転（処理水の状況に応じて適宜運転または処理停止）

Ｂ系 処理運転（処理水の状況に応じて適宜運転または処理停止）

Ｃ系 処理運転（処理水の状況に応じて適宜運転または処理停止）

維持管理運転（北側、南側の一部 2017/5/22～ 、海側の一部 2017/11/13～、海側全域･山側の一部 2018/3/14～、山側全域2019/2/21完了）

モニタリング

処理運転

Ｃ系 共沈タンク交換のため処理停止

【1、２号機】滞留水移送装置設置

【３、４号機】滞留水移送装置設置

Ｂ系 循環ポンプ不具合のため処理停止

Ａ系 処理運転（処理水の状況に応じて適宜運転または処理停止）

処理運転
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汚染水対策スケジュール（2/2）

東京電力ホールディングス株式会社
汚染水対策分野

201９／８／２9現在

21 28 4 11 18 25 1 8 15 下 上 中 下 前 後

括
　
り

これまで１ヶ月の動きと今後１ヶ月の予定
分
野
名

７月 ８月 備　考９月 １１月１０月

　

4号機海側：2017年10月完了

3号機海側：～2018年7月12日完了

１、２号機海側ヤード：2018年８月～201９年１月

その他海側エリア：2019年3月～2020年3月

３号T/B屋根対策ヤード整備：2018年11月～2019年7月

２０１9年８月２日　Ｇ１，Ｇ４南エリアタンク設置について実施
計画認可　 （原規規発第1908024号）
Ｇ１エリア　1356m3（66基）
Ｇ１使用前検査修了（０／６６基）

2017年10月30日　実施計画変更認可

2017年10月17日
G1エリアにおける高濃度タンクおよび中低濃度タンク撤去等に
ついて　実施計画変更認可(原規規発第1710171号)

2018年2月14日　Ｈ6北エリアにおける中低濃度タンクの撤去
等について　実施計画変更認可(原規規発第１８０２１４１５号)

2016年12月8日　Bエリアにおける中低濃度タンクの撤去等に
ついて　実施計画変更認可(原規規発第１８１２０８３号)

2016年12月8日　Ｈ6エリアにおける中低濃度タンクの撤去等
について　実施計画変更認可(原規規発第１８１２０８３号)

２０１８年８月２３日　Ｈ３，Ｈ６（Ⅱ）エリアタンク設置について実施計画認
可　 （原規規発第１８０８２３４号）
Ｈ６（Ⅱ）　1,356m３（２４基）
・Ｈ６（Ⅱ）使用前検査終了（１９／２４基）

2019年2月25日　G6エリアタンク設置について実施計画認可
G6エリア　1330m3（38基）
G6使用前検査修了（３８／３８基）

2018年9月10日　Ｅエリアにおける中低濃度タンクの撤去等に
ついて　実施計画変更認可(原規規発第１８0９１０２号)

中
長
期
課
題

処理水受タンク増設

2.5m盤の地下水移送

現
場
作
業

（予定・実績）
　・地下水移送（１－２号取水口間）（２－３号取水口間）
　（３－４号取水口間）

（実績）
　　　＜３号機T/B屋根＞
　　　　・11/19　ヤード整備開始

現
場
作
業

設
計
検
討

汚
染
水
対
策
分
野

2018年2月14日　Ｈ５北エリアにおける中低濃度タンクの撤去
等について　実施計画変更認可(原規規発第１８０２１４１５号)

2016年12月8日　Ｈ3エリアにおける中低濃度タンクの撤去等
について　実施計画変更認可(原規規発第１８１２０８３号)

2016年12月8日　Ｈ5エリアにおける中低濃度タンクの撤去等
について　実施計画変更認可(原規規発第１８１２０８３号)

２０１８年５月３１日　Ｈ５エリアタンク設置について実施計画認可 （原規
規発第１８０５３１７号）
Ｈ５エリア １，２００m３（３２基）
・Ｈ５使用前検査終了（３２／３２基）

2015年12月14日　Ｈ４エリアにおける中低濃度タンクの撤去
等について　実施計画変更認可(原規規発第１５１２１４８号)

2018年7月5日　G4南エリアにおける中低濃度タンクの撤去等
について　実施計画変更認可(原規規発第１８０７０５３号)

２０１８年６月２８日　Ｂ・Ｂ南エリアタンク設置について実施計画認可（原
規規発第１８０６２８１号）
Ｂエリア１３３０ｍ３（１０基）　７００ｍ３（２７基）、Ｂ南１３３０ｍ３（７基）
・Ｂエリア使用前検査終了１３３０ｍ３（１０／１０基）７００ｍ３（２７／２７
基）

（実績・予定）
　・追加設置検討（タンク配置）
　・Ｈ４フランジタンクリプレース工事（堰構築）
　・Ｂフランジタンクリプレース工事
　　（タンク基礎新設、堰構築）
　・Ｈ５フランジタンクリプレース工事
　　（タンク基礎新設、堰構築）
　・Ｈ６フランジタンクリプレース工事
　　（地盤改良、タンク基礎新設、堰構築）
　・Ｈ３フランジタンクリプレース工事
　　（－（タンク設置作業待ち））
　・Ｈ５エリアタンク設置
　・Ｂエリアタンク設置
　・Ｈ６（Ⅱ）エリアタンク設置
　・G6フランジタンクリプレース工事
　・G6エリアタンク設置
　・Ｇ４南フランジタンクリプレース工事（タンク解体）
　・Ｅフランジタンクリプレース工事（タンク解体準備）
　・Ｇ1横置きタンクリプレース工事（タンク基礎新設）
  ・G１エリアタンク設置

Ｈ４フランジタンクリプレース工事（堰構築）

Ｂフランジタンクリプレース工事（タンク基礎構築、堰構築）

Ｈ５フランジタンクリプレース工事（タンク基礎構築、堰構築）

Ｈ６フランジタンクリプレース工事（基礎構築、堰構築）

Ｈ３フランジタンクリプレース工事（堰構築）

Ｈ５エリアタンク設置

１、２号機海側ヤードエリア (路盤舗装 等）

１～４号機周辺フェーシング

Ｂエリアタンク設置

ヤード整備工事

３号機タービン建

Ｈ６（Ⅱ）エリアタンク設置

Ｇ４南フランジタンクリプレース工事（タンク解体）

Ｅフランジタンクリプレース工事（タンク解体準備）

Ｇ1横置きタンクリプレース工事（地盤改良、タンク基礎新設）

G6フランジタンクリプレース（タンク基礎・堰構築）

G6エリアタンク設置

Ｇ1エリアタンク設置

▼（2,712m3）（2基）

＊最終検査待ち（11月頃）

▽ 最終検査

▽（4,068m3）（3基）
（2,712m3）（2基）▽

＊最終検査待ち（1２月頃）
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サイトバンカ建屋 地下⽔流⼊対策

東京電⼒ホールディングス株式会社

2019年 8⽉ 29⽇



１．これまでの整理

1

※サイトバンカ建屋︓使⽤済みのチャンネルボックス、制御棒等の放射性廃棄物をプール内で
保管する建屋。地上2階、地下1階の3階建て構造

陸側遮⽔壁外の建屋の配置図

サブドレン133

陸側遮⽔壁外の建屋では、これまで０~数m3/⽇で推移していたが、昨年11⽉から，サイト
バンカ建屋の流⼊量が5m3/⽇から40m3/⽇に増加。その他の建屋に傾向の変化は無し。
サイトバンカ建屋について，建屋⽔位低下後の地下階調査において，各階の排⽔設備の排⽔
先である地下階のサンプタンクへの流⼊が確認された。流⼊⽔の⽔質調査結果等より、地下
⽔の可能性が⾼いと評価。
流⼊箇所の絞り込みのための調査において，床ドレンファンネル（BF-013)内部の側⾯から
の流⼊があることを確認。
当該ファンネル近傍のコア抜きを⾏ったところ，流⼊孔に繋がるビニールホースを確認。
ホース内カメラ調査後、⽌⽔⼯事を実施(8/6)したが,ホースの閉塞に⾄らなかったため,⽌⽔
⽅法についてモックアップで再確認を⾏い再度⽌⽔⼯事を⾏う予定。



2．サイトバンカ建屋の流⼊量

2

サイトバンカ建屋の流⼊量

⽌⽔⼯事のため、⼀時的に増加



3．流⼊箇所及び流⼊状況(1/2)

3地下１階平⾯図（埋設配管図）

N
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ｴﾘｱ ﾄﾞﾚﾝｻﾝﾌﾟ
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ﾌﾟｰﾙ⽔循環ﾎﾟﾝﾌﾟ室

前室

貯蔵ﾌﾟｰﾙ
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流⼊が確認できた
ファンネル
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BF-013

撮影⽇2019.5.27
現在は仮⽌⽔済み



4

3．流⼊箇所及び流⼊状況(2/2)

■メッセンジャーワイヤ挿⼊(6/19)、コア削孔調査(6/20)により、床ファンネル側⾯の孔
からビニールホースが外壁付近まで連続していることを確認。

■コア削孔箇所から⽔ガラスを注⼊(8/6)したが、注⼊ユニットと床⾯からの隙間から
地下⽔のリークがあり⽔ガラスが硬化する前に流出したため、ビニールホースの閉塞が
出来なかった。

BF-013

後打ちコンクリート壁
(2011年施⼯）

サイトバンカ建屋 外壁

配置図 取り外したコア

BF-013

１
.0

ｍ
コア削孔箇所

ビニールホース
Φ35

（⾏き先想定）

プロセス主建屋 外壁

サイトバンカ建屋 外壁

建屋間ギャップ
(0.1m)

後打ちコンクリート壁
(2011年施⼯）

配置図

(建屋間連絡通路部)

注⼊箇所



4．対策スケジュール

5

実施事項 4⽉ ５⽉ ６⽉ 7⽉ 8⽉

地下階⽔抜
調査

ドレン配管閉
塞

モックアップ
準備

モックアップ
充填

地下1階
ドレン配管
⼀部閉塞

⽌⽔措置

⽌⽔効果確認

⾮破壊による
流⼊箇所絞込

検討

流⼊箇所特定できず

契約⼿続

地下階⽔抜 地下階⽔抜

実現性確認・検討

架台・配管類・⼿配施⼯

事前調査/配管内調査

地下階⽔抜

流⼊原因調査

モックアップ
5/22 ①⻑距離充填材
5/28 ②発泡型ウレタン液、③⽔ガラス

⾮破壊による流⼊箇所調査
5/23 ドレンタンク周辺 事前調査
5/27,28 ドレン配管切断・配管内カメラ調査

■地下1階ドレン系統の配管の⼀部を閉塞することで系統を分断し,流⼊箇所の絞り込みを⾏うことを
計画していたが，流⼊箇所が特定されたことから，ドレン配管の⼀部閉塞の実施は⾒送り。

■流⼊経路に埋設されたホース発⾒，内部のカメラ調査を実施し建屋間ギャップ部まであることを確認。
■8⽉6⽇に⽌⽔⼯事実施。リークを確認したため、再度⽌⽔対策を検討し8⽉30⽇再度注⼊予定。

流⼊箇所が確認されたため実施⾒送り

⽌⽔⽅法検討 ⽌⽔

地下階⽔抜

⽌⽔

流⼊原因調査
6/19 メッセンジャーワイヤによる連続性確認
6/20 コア抜き 6/24〜 流⼊抑制・経路調査

流⼊抑制・流⼊経路調査

配管内調査

⾮破壊による流⼊箇所調査
7/17
コア抜き箇所からホース内部確認

⽌⽔（セメント系⽔ガラス注⼊）
8/6

⽌⽔⽅法検討

⽌⽔（発泡型ウレタン液注⼊）
8/30

5

前回 今回
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5.前回の施⼯状況と推定原因(2019.8.6)
【施⼯状況】
⽔ガラス注⼊前にゲルタイム1分〜1分30秒以内であることを確認（実測1分16秒）し注⼊を開始。
注⼊圧⼒0.05Mpa〜0.15Mpaの範囲で想定していた200Lをすべて注⼊。
注⼊後に現地を確認したところ注⼊配管ユニットのファンネル側から地下⽔のリークを確認。
【推定原因】
①注⼊ユニットは床⾯に隙間が有り,地下⽔がリークしていた。
②被ばく線量低減のため,床⾯に⽔を張った状態で施⼯したため,地下⽔のリークが分からなかった。
③注⼊ユニットからのリーク箇所から地下⽔で押されたため,⽔ガラスが凝固する前にホースの外に押し
出されたものと推測。

φ35ビニルホース

BF-013

2液混合⽤
Ｙ字配管

⽌⽔ジャッキコア削孔部
（先⾏充填）

注⼊配管ユニット

注⼊確認坂
⽔ガラスの吐出が
確認出来なかった

Ａ液 Ｂ液
ケイ酸ソーダ

＋
⽔

普通セメント
＋
⽔

混合液ボール
バルブ

壁
コア内部にみずみちが出来
たため、⽔ガラスの⼀部が
リークし地下⽔が流⼊

ギャップ部
（エサフォーム）



7

①⽌⽔⼯事実施までの間地下⽔流⼊を抑制するため、ジャッキによりホース出⼝を塞ぐ
(8/23実施済み)

②⽔を張った状態で施⼯したため、リークが分からなかったことの対策として、今回は
床⾯をドライの状態で施⼯を⾏う。

③8/24にモックアップにて⽌⽔性及び施⼯性の確認を⾏った発泡型ウレタン液を使⽤して
8/30に⽌⽔作業を実施予定。

6.今回の施⼯⽅法

φ35ビニールホース

BF-013

⽌⽔ジャッキ
コア削孔部
（先⾏充填）

注⼊箇所

ボール
バルブ

壁

ギャップ部
（エサフォーム）

⽌⽔ジャッキ



8

今回施⼯する漏⽔経路を再現※し現場と同等の⽔圧下(0.05MPa)でのモックアップを実施。
（※配管内部の劣化状況とギャップの空間状況、注⼊箇所のプレート状態は再現不可）

注⼊箇所

ギャップ側

配管内部に充填剤が充填

7.注⼊⽅法の改善 モックアップ（8⽉24⽇）

材料の流れ

注⼊箇所

バルブにて⽔の
漏えいを閉塞

バルブにて⽔の
漏えいを閉塞

材料の流れ
ギャップ側

注⼊箇所

配管内部に充填剤が充填

【⽔ガラス充填】

【発泡型ウレタン液注⼊】

※後⽇、硬化収縮によりホースと充填剤
の間に若⼲の隙間が発⽣

8



9

⽌⽔⼯事実施までの地下⽔流⼊を抑制するため、ジャッキによりホース出⼝を塞いだ。
（ビニールホースからの流⼊量は約50t/⽇→約1t/⽇程度に低減）

(参考)実施状況 流⼊抑制（8⽉23⽇）

コア削孔部
（先⾏充填）

地下⽔流出

地下⽔流出

撮影⽇2019.8.24翌⽇の状況



φ300

φ89

9

160

φ267

φ248

310

床面

φ165

90

（参考）床ファンネルの構造

10

床ファンネル断⾯図

【参考】健全な床ファンネル

基礎コンクリート

ファンネル材質：ステンレス鋼

側面の材質：ステンレス鋼

側面からの流入を確認

ドレンサンプタンクへ流入

① ② ③ ②を取外した状況

流⼊が確認された
床ファンネル
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（参考）流⼊箇所調査

浸⽔⽅向

■流⼊箇所調査
6⽉19⽇（⽔）
メッセンジャーワイヤにより孔の連続性の調査を実施。ファンネル中⼼部から約3.5ｍ

（建屋外壁⾯付近まで）の連続性を確認。
6⽉20⽇（⽊）
ファンネル近傍にコア抜きを⾏ったところ，流⼊孔に繋がるビニールホースを確認。

コア径
Φ160.2㎜

離れ50㎜コアの深さ
300㎜

コア抜き断⾯概略図
コア抜き箇所

コア抜き



（参考）流⼊箇所調査 - コア抜き調査

12

コア抜きの様⼦ 取り外したコア ビニールホース外観

■コア抜き調査
流⼊箇所の床ファンネルから外壁へ向けビニールホース（径35ｍｍ程度）が埋設されて
おり，当該ホースを経由して⽔が出ていることを確認。
当該ホースの設置⽬的，経緯等については不明。床ファンネル側⾯の孔についても，この
ホースを接続するために加⼯したものと推測。
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（参考）流⼊箇所発⾒の経緯とこれまでの対応状況

■５⽉23⽇（⽊）
流⼊箇所絞り込みを⽬的としたドレン配管⼀部閉塞のモックアップの結果，充填材注⼊
ファンネルと連通するファンネルの閉⽌が必要とわかり，現場でファンネルを確認したと
ころ，地下1階の床ドレンァンネル（BF-013)内部側⾯から流⼊があることが確認された。

■5⽉24⽇（⾦）
流⼊量測定，流⼊⽔の⽔質分析のためのサンプリングを実施。
ファンネルへの流⼊量は建屋流⼊量とほぼ同等と評価。（20ｍ3/⽇程度）

■5⽉27⽇（⽉）
流⼊ファンネルの詳細調査を実施。ファンネル側⾯に指1本が⼊る程度の流⼊孔を確認。
また，他の流⼊系統の有無確認のためサンプタンク側の配管を切断し，ドレン配管内の
カメラ調査を実施。ファンネル調査に伴い，⼀時
的に流⼊量が増加したが，流⼊箇所への⽊栓に
よる閉塞と⼟嚢設置により流⼊量を抑制。
（流⼊量は15ｍ3/⽇程度）

■5⽉28⽇（⽕）
配管内のカメラ調査を継続。
カメラ調査の結果からBF-013⽅向からの流⼊が
確認されたことや流⼊量から，流⼊箇所は
当該ファンネルと推定。

流入孔を

木栓で閉塞し
流入を抑制



2019年８⽉２９⽇

２号機海⽔配管トレンチ建屋接続部における
溜まり⽔移送作業完了について

東京電⼒ホールディングス株式会社



⽔移送期間︓2019年6⽉19⽇〜8⽉2⽇（移送完了）、 ⽔移送実績︓約115ｍ３

２号機海水配管トレンチ建屋接続部溜まり水移送実績について

【南側トレンチ】
⽔移送期間︓6⽉19⽇〜7⽉18⽇
⽔移送実績︓約７７ｍ3

⽔移送状況︓
・トレンチ内部に凍結⽌⽔⽤のパッカーが
せり出しており、計画より移送能⼒の低い
ポンプを使⽤
・⽔位計により移送完了確認（7/18）

【北側トレンチ】
⽔移送期間︓7⽉26⽇〜8⽉2⽇
⽔移送実績︓約３８ｍ3

削孔・⽔移送状況︓
・削孔⽤コアカッターが障害物を噛み中断（7/14）
・位置替え、再削孔完了（7/25）
・トレンチ内部にパッカーがせり出しており、計画より移送能⼒
の低いポンプ使⽤
・⽔位計により移送完了確認（8/2）

対象箇所
2019年

6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉

南側トレンチ

北側トレンチ

削孔中断(7/14） 再削孔

⽔移送
充填（⽴坑部含）

準備・削孔(3⽉〜）
⽔移送（6/19〜

充填

整地・⽚付け（南側含）

▽7/18完了

【２号海⽔配管トレンチ⽔移送実績】

【２号海⽔配管トレンチ⽔移送⼯程】

▽7/25完了

▽８/2完了

移送完了



（参考）２号機海水配管トレンチ建屋接続部充填状況について

充填済み

2号機海⽔配管トレンチ建屋接続部平⾯図

【南側トレンチ】

2T/B

充填済み

充填範囲

充填箇所

A【北側トレンチ】A

【充填閉塞⼯事の状況】
充填期間︓2019年7⽉16⽇〜8⽉22⽇（⽴坑含む）充填完了
充填範囲︓南側トレンチ、北側トレンチ、⽴坑（打設⾼さ T.P＋9.81ｍ）

2号機海⽔配管トレンチ建屋接続部断⾯図（A-A）

▽TP-2103

▽TP+0.997（北側トレンチ）

⽴坑

（南側トレンチ）
TP+2.247▽

▽TP+4.447

▽TP+8.564

▽TP-2.103

充填範囲

▽T.P＋9.81ｍ(8/22充填完了）



東京電⼒ホールディングス株式会社

タンク建設進捗状況

2019年8⽉29⽇
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3）

万

ALPS処理水貯槽容量

ALPS処理水保有水量

Sr処理水貯槽容量

Sr処理水保有水量

1-1．タンク容量と貯留⽔量の実績と想定
⽔バランスシミュレーション（サブドレン他強化＋陸側遮⽔壁の効果）

1

実績 想定



2

1-2．貯留⽔量の想定に⽤いる地下⽔他流⼊量の想定条件と⾄近の実績

⽔バランスシミュレーションの前提条件
 サブドレン＋陸側遮⽔壁の効果を⾒込んだケース

項目＼年月 201６年度 201７年度 201８年度 201９年度 20２０年度

地下水他流入量の推移（a+ｂ）

a．建屋への地下水流入量等

（雨水、その他移送量含む）

b．2.5m盤からの建屋移送量

サブドレン他強化＋陸側
遮水壁効果

サブドレン他強化＋陸側
遮水壁効果

サブドレン他強化＋陸側
遮水壁効果

400

300

(m3/日)

200

100

0

0

0

100

100

200

200

300

300

400
(m3/日)

400
(m3/日)

サブドレン水位低下に伴う
地下水ドレンくみ上げ量減

サブドレン水位低下に伴う減

至近４週間（7/25～8/22）の実績
約160m3/日



2-1. 溶接タンク建設状況
タンクリプレースによる溶接タンク建設容量の計画と実績は以下の通り（〜2020年3⽉）

溶接タンク容量の確保計画と実績（全体）
計画

（2020.12時点）
実績

（2019.7.30時点）
タンク容量確保⽬標
︓約350m3/⽇

（2019/8〜2020/12）
［建設・再利⽤合計］タンク総容量 約1,365千m3 ※1 約1,161.6千m3 ※2

※1︓Sr処理⽔⽤タンクからALPS処理⽔⽤タンクとして再利⽤する分（約97千m3），⽇々の⽔処理に必要なSr処理⽔⽤タンク
（約24.7千m3）を含む

※2︓⽇々の⽔処理に必要なSr処理⽔⽤タンク（約24.7千m3）を含む

3

溶接タンク建設は順調に進捗しており、2019年度は7.7万m3の溶接タンクを建設した。

溶接タンクの⽉別建設計画と実績 下線 は計画 単位︓千m3

年度 4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ 1⽉ 2⽉ 3⽉ ⼩計

2018 4.8 10.5 23.7 13.9 3.6 8.7 19.4 14.4 15.2 12.7 12.3 11.0 150.2

2019 26.9 10.0 31.0 9.1 0 7.9 6.6 7.9 7.9 5.3 5.3 10.6 128.5



2-2．タンク建設進捗状況

4

エリア 全体状況

Ｂ 2017/1/30フランジタンクの解体作業着手。2017/9/11フランジタンク全20基解体・撤去完了。

2018/9/18 タンク設置開始。2019/6/4 タンク設置完了。

Ｅ フランジタンクの解体作業中。

Ｈ３ 2017/5/29フランジタンクの解体作業着手。2017/9/５フランジタンク全11基撤去完了。タンク基礎の切削を完
了し、タンク基礎構築完了。2018/6/22 タンク設置開始。2019/1/22タンク設置完了

Ｈ５ 201７/1/23 H5エリアフランジタンクの解体作業着手。

2018/3/15 Ｈ５北エリアフランジタンクの解体作業着手。

2018/4/5 H5エリアタンク設置開始。

2018/6/28 Ｈ５，Ｈ５北フランジタンク解体・撤去完了。

2019/6/20 タンク設置完了。

H６ 2017/3/28 地下貯水槽No.5（Ｈ６北の北側）撤去作業着手。

2017/6/26 地下貯水槽No.5撤去完了。

2017/9/11 H6エリアフランジタンクの解体作業着手。

2018/2/16 H6北エリアフランジタンクの解体作業着手。

2018/9/12 H6エリアタンク設置開始。

2018/9/20 H6・H6北フランジタンク解体・撤去完了。

タンク設置実施中。

Ｇ６ 2017/11/20 フランジタンクの解体作業着手。

2018/7/12 フランジタンク解体完了。

2019/1/14 タンク設置開始 2019/7/4 タンク設置完了

Ｇ１ 2019/2/27 鋼製横置きタンク撤去完了。

2019/4/1 タンク設置開始。

地盤改良・基礎構築・タンク設置実施中。

Ｇ４ 2018/9/13 Ｇ４南フランジタンクの解体作業着手。

2019/3/21 G4南フランジタンク解体・撤去完了。

地盤改良・基礎構築実施中。



2-3．実施計画申請関係

5

エリア 申請状況

Ｂ リプレースタンク44基分：2018/6/28 実施計画変更認可

Ｅ タンク解体分： 2018/9/10 実施計画変更認可

Ｈ３ リプレースタンク10基分：2018/8/23 実施計画変更認可

Ｈ５，H６ H5エリア，H6(Ⅰ)エリア リプレースタンク４３基分：2018/5/31 実施計画変更認可

H6(Ⅱ)リプレースタンク24基分：2018/8/23 実施計画変更認可

Ｇ６ タンク解体分：2017/10/30 実施計画変更認可

リプレースタンク38基分：2018/7/20 実施計画変更申請，2018/11/28，12/14，2/19 実施計画補正申請

2019/2/25 実施計画変更認可

Ｇ１ G1南エリア リプレースタンク23基分：2018/2/20 実施計画変更認可

G1エリア リプレースタンク66基分：2019/2/13 実施計画変更申請 2019/8/2 実施計画変更認可

Ｇ４ Ｇ４南エリア リプレースタンク26基分：2019/2/13 実施計画変更申請 2019/8/2 実施計画変更認可

C タンク解体分：2018/7/23 実施計画変更申請，2018/11/6，2019/1/8，2/5 実施計画補正申請

2019/2/13 実施計画変更認可

G4北、G5 タンク解体分：2019/5/22 実施計画変更申請



6

3 ．フランジ型タンク/溶接型タンクの運⽤状況

 フランジ型タンクの淡⽔について，現在Sr処理⽔が貯留されている溶接型タンクを再利⽤し貯留する計画。
タンクの再利⽤にあたり，実施計画の進捗状況を踏まえ，2019年11⽉頃よりフランジ型タンクから溶接
型タンクへ移送開始し，2019年12⽉頃に移送完了する⾒込み※。上記時期⾒直しによる溶接型タンク内Sr
処理⽔の再利⽤予定の処理完了時期に変更なし（2020年8⽉頃）。

＜ タンク⽔⼀覧 ＞
対象 設備容量 ステータス 処理完了時期

フランジ型
タンク

Sr処理⽔ 残⽔
（約0万m3） 完了 2018年11⽉17⽇

ALPS処理⽔ 残⽔
（約0.01万m3）

完了
（⼀部残⽔処理中） 2019年3⽉27⽇

淡⽔
(⼀時貯留タンク)

約1.2万m3

[12基]
2019年11⽉頃より
溶接タンクへ移送予定※ 2019年12⽉頃※

溶接型
タンク

Sr処理⽔

運⽤タンク
(⼀時貯留タンク)

約2.5万m3

[24基] 運⽤中 －

ALPS処理⽔タンク
として再利⽤予定

約9.7万m3

[93基]
2018年12⽉より
⽔抜き実施中 2020年8⽉頃

ALPS処理⽔ 約111.5万m3

[833基] 貯留中 －

時期
⾒直し

2019.8.1時点

※第65回廃炉・汚染⽔対策チーム会合／事務局会議(2019.4.25)時点
フランジ型タンクの淡⽔「 2019年8⽉頃より溶接型タンクへ移送開始し，2019年9⽉頃に移送完了する⾒込み」



【参考】タンクエリア図
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計画・実施中エリア
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G1 G4南
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東京電⼒ホールディングス株式会社

サブドレン他⽔処理施設の運⽤状況等

2019年8⽉29⽇



1-1．サブドレン他⽔処理施設の概要

1

【集⽔設備】地下⽔のくみ上げ 【浄化設備】くみ上げた地下⽔の浄化 【移送設備】⽔質確認・排⽔

・設備構成

・ピット配置図

︓横引き管

2512

8
9

40

45 212 213

203

201

202

205 206

207 208 209 Ｎ10
211

214
215

210

1号機 T/B

1号機
R/B

204

2号機 T/B

2号機
R/B

3号機
R/B

3号機 T/B

4号機
R/B

4号機 T/B

2627

23

19
20
21
22

33

52

18
51

5553

5632 5931

34

24

58

※ ピット増強(Φ２０cm→Φ１００cm）供⽤開始

※

※ ※※

※

※

※

※
※

※

※

※

サブドレン

地下⽔
ドレン

集⽔タンク
⼀時貯⽔タンクのサンプリング、排⽔設備

処理装置
供給タンク

処理装置
供給ポンプ

P P

処理装置
加圧ポンプ

前処理設備
（ＲＯ装置）※1

P P

1
B

2
B

3
B

4
B

A系統

B系統 前処理
フィルタ

（前処理フィルタ）
・浮遊物質除去
・セシウム粗取り
・ストロンチウム粗取り

（吸着塔）
・セシウム，ストロンチウム吸着
・アンチモン吸着

1
A

2
A

3
A

4
A

1
B

2
B

3
B

4
B

5
B

処理装置
供給タンク

処理装置
供給ポンプ

処理装置
加圧ポンプ前処理

フィルタ 吸着塔

吸着塔

1
A

2
A

3
A

4
A

5
A

ﾀｲﾗｲﾝの設置予定

30 57

37
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山側・海側サブドレン（Ｌ値設定）

山側Ｌ値設定 水位（T.P.）［ｍ］ 海側Ｌ値設定 水位（T.P.）［ｍ］

 サブドレンピットNo.30,37,57を復旧し、2018年12⽉26⽇より運転開始。
 ⼭側サブドレンＬ値をT.P.5,064 から稼働し、段階的にＬ値の低下を実施。

実施期間︓2015年9⽉17⽇〜
Ｌ値設定︓2019年5⽉30⽇〜 T.P.550 で稼働中。

 海側サブドレンＬ値をT.P. 4,064 から稼働し、段階的にＬ値の低下を実施。
実施期間︓2015年10⽉30⽇〜
Ｌ値設定︓2019年5⽉30⽇〜 T.P.550で稼働中。

 ⾄近⼀ヵ⽉あたりの平均汲み上げ量︓約521m3（2019年7⽉27⽇15時〜2019年8⽉26⽇23時）
※地盤改良の効果を確認するため段階的に設定⽔位を低下させてきており、周辺のサブドレンの設定⽔位まで低下させる計画。

No.205︓2019年07⽉23⽇〜 Ｌ値をT.P.1,150に変更。
No.206︓2019年07⽉23⽇〜 Ｌ値をT.P. 850に変更。
No.207︓2019年04⽉11⽇〜 Ｌ値をT.P. 850に変更。
No.208︓2019年04⽉11⽇〜 Ｌ値をT.P.1,150に変更。

1-2．サブドレンの運転状況（２４時間運転）

2

⽔
位

（
T.

P.
）

［
ｍ

］

2019/8/26（現在）



1-3．⾄近の排⽔実績

3

＊NDは検出限界値未満を表し、（ ）内に検出限界値を⽰す。
＊運⽤⽬標の全ベータについては、10⽇に１回程度の分析では、検出限界値を １ Bq/Lに下げて実施。
＊浄化前⽔質における全ベータ分析については、浄化設備の浄化性能把握のため週⼀回サンプリングを実施。

 サブドレン他浄化設備は､2015年9⽉14⽇に排⽔を開始し､2019年8⽉26⽇までに1063回⽬の排⽔を完了。
 ⼀時貯⽔タンクの⽔質はいずれも運⽤⽬標（Cs134=1, Cs137=1, 全β＝3, H3＝1,500(Bq/L)）を満⾜して

いる。

排⽔⽇ 8/22 8/23 8/24 8/25 8/26
⼀時貯⽔タンクNo. F G H J K

浄化後
の⽔質
(Bq/L)

試料
採取⽇ 8/17 8/18 8/19 8/20 8/21

Cs-134 ND(0.57) ND(0.60) ND(0.64) ND(0.43) ND(0.55)
Cs-137 ND(0.78) ND(0.68) ND(0.58) ND(0.68) ND(0.75)

全β ND(2.1) ND(2.0) ND(2.3) ND(1.9) ND(1.9)
H-3 950 970 970 990 980

排⽔量（m3） 542 526 524 489 485

浄化前
の⽔質
(Bq/L)

試料
採取⽇ 8/15 8/16 8/17 8/18 8/19

Cs-134 ND(5.7) ND(5.3) 6.6 10 5.4
Cs-137 98 97 98 110 120

全β － － － － 320
H-3 1100 1200 1100 1200 1200



2-1．１/２号機排気筒周辺トリチウムの濃度上昇への対応

4

 サブドレンの設定⽔位を段階的に下げて運⽤してきたところ、2018年3⽉頃から⼭側サブドレンの⼀部につ
いて告⽰濃度限度（6.0✕104Bq/L）未満であるが、稼働抑制が必要なトリチウム濃度の上昇が確認された。

 1/2号機排気筒を介して地盤へ浸透した⾬⽔がサブドレンによる地下⽔位低下により移流・拡散したものと
推定した。（1/2号機排気筒ドレンサンプピットの溢⽔防⽌対策は2016年9⽉に完了）。

 このため、1/2号機排気筒周辺のトリチウムの更なる移流・拡散抑制対策として、濃度が上昇したサブドレ
ンの設定⽔位を⾼くする運⽤を⾏うとともに、1/2号排気筒周辺の⽔ガラスによる地盤改良を実施し、2019
年2⽉に完了した。

トリチウム濃度 [Bq/L]（告⽰濃度限度 6.0✕104Bq/L）
●︓<1✕103 ●︓1✕103〜5✕103

●︓5✕103〜1✕104 ●︓1✕104〜1.5✕104

●︓>1.5✕104

※増強206,207についてはピット切り替え前

206

204
203

8
9

208

17

18

19

20

陸側遮⽔壁

K排⽔路

ドレンサンプピット

2R/B

1R/B
1Rw/B

2Rw/B

FSTR15

16

SFP循環冷却設備

増強206

207

20

増強207

205

※2018のサンプリングデータ（最⼤値）
【凡例】

φ1000ピット，●φ200ピット
閉塞ピット， 未復旧ピット
観測井・リチャージ井
地盤改良範囲(Ⅰ期⼯事︔実施済み）
地盤改良範囲（Ⅱ期⼯事︔必要に応じて実施予定）

地盤改良⼯事前の設定⽔位
地盤改良

現状の設定⽔位



2-2．１/２号機排気筒周辺トリチウムの濃度上昇への対応

5

 地盤改良が完了したため、設定⽔位を上げて運⽤していたサブドレンの⽔位を段階的に低下させており、
現時点の設定⽔位は濃度上昇時と同程度である。⽔位低下に伴い、北側では地盤改良内側の206ではトリ
チウム濃度の上昇が確認されており、これ以外のピットでは若⼲の濃度上昇が確認されている。

 引き続き⽔質を監視しながら、周辺サブドレンの⽔位と同等まで⽔位を低下させていく計画である。
北側 南側

2918/11/6
地盤改良完了

2019/2/6
地改良完了

（凡例） SD206 L値 △ SD206 H3濃度 （凡例） SD207 L値 ◇ SD207 H3濃度

（凡例） SD205 L値 △ SD205 H3濃度 （凡例） SD208 L値 ◇ SD208 H3濃度
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建屋周辺の地下⽔位、汚染⽔発⽣の状況

2019年８⽉29⽇
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⽬ 次

１．建屋周辺の地下⽔位、サブドレン等のくみ上げ量について

２．汚染⽔発⽣の状況について

参考資料
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⼀
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⽔
位

（
T.

P.
+m

）

陸側遮⽔壁 内外の各平均⽔位の推移

1F降⾬ 地下⽔ドレン観測井⽔位 陸側遮⽔壁（⼭側）⼭側⽔位
注⽔井・観測井（⼭側） サブドレン（⼭側） 注⽔井・観測井（海側）
サブドレン（海側） 陸側遮⽔壁（海側）海側⽔位 建屋⽔位（制御⽤⽔位計全平均）
サブドレン設定⽔位（ポンプ稼働下限値）

第⼀段階フェーズ1
凍結開始（3/31）

第⼀段階フェーズ2
凍結開始（6/6）

第⼆段階Ⅰ
（⻄①・⻄⑤）

凍結開始
（12/3）

第⼆段階Ⅱ
（北・⻄②・⻄④・

南）
凍結開始（3/3）

第三段階Ⅱ
（⻄③）

凍結開始（8/22）

0

200
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800

1000

'15/12/1 '16/4/1 '16/8/1 '16/12/1 '17/4/1 '17/8/1 '17/12/1 '18/4/1 '18/8/1 '18/12/1 '19/4/1 '19/8/1

流
⼊
量
(m
3/
⽇
） 建屋への⾬⽔・地下⽔流⼊量169 174 234 147 199 198 201 160 303 387 227 167 137 157 125 118 125 128 135 139 124 120 316 139 78 83 120 152 92 128 130 128 160 154 96 73 55 54 49 64 81 94 137 161 91

2

1-1 建屋周辺の地下⽔位の状況
 陸側遮⽔壁内側エリアの地下⽔位は、年々低下傾向にあり、⼭側では平均的に4〜5ｍの内外⽔位差が形成されている。また、

護岸エリア⽔位も地表⾯（T.P.2.5ｍ）に対して低位（T.P.1.6〜1.7m）で安定している状況である。
 ⾄近では、降⾬に伴って地下⽔位の上昇や建屋流⼊量の増加が認められる。

4～5m
黒とピンク

参考︓建屋流⼊量の推移

データ︔〜2019/8/25

データ︔〜2019/8/21
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（
基
）
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³/
⽇
）

サブドレンくみ上げ量

稼働サブドレンピット数
全サブドレンピット数︓42基（~2018.12.25),45基（2018.12.26〜）

445 473 409 392 447 463 513 439 468 438 386 512 514 411 451 539 528 482 522 497 600 513 567 520 388 326 320 441 315 399 490 402 478 482 447 287 250 192 208 290 283 374 506 691 500

52.5 88.5 21.5 21.5 132.5 79.5 173.5 13.5 356.5 309.0 35.5 62.0 40.5 41.0 12.0 81.0 70.0 117.0 127.5 131.0 128.0 141.5 416.0 12.5 18.0 39.5 0.0 173.5 72.0 131.0 129.0 104.0 170.5 177.5 63.5 29.0 14.0 5.0 8.5 93.0 65.0 115.5 198.0 220.5 46.5

0
300
600
900

1,200
1,500
1,800

'15/12/1 '16/4/1 '16/8/1 '16/12/1 '17/4/1 '17/8/1 '17/12/1 '18/4/1 '18/8/1 '18/12/1 '19/4/1 '19/8/1く
み
上
げ
量
(m
³/
⽇
）

T.P.＋2.5m盤くみ上げ量（ウェルポイント・地下⽔ドレン・くみ上げ⾞両）

地下⽔ドレン ウェルポイント くみ上げ⾞両によるくみ上げ・移送

427 355 317 266 354 351 324 346 453 769 377 207 171 136 144 121 138 146 174 162 192 168 363 233 81 55 30 103 65 95 124 122 136 108 108 74 45 22 23 40 39 51 94 163 95

33333

1-2 サブドレン・護岸エリアのくみ上げ量の推移

第⼀段階
フェーズ1開始
（3/31）

第⼆段階Ⅱ
開始
（3/3）

第三段階開始
（8/22）

第⼀段階
フェーズ2開始
（6/6）

第⼆段階Ⅰ
開始
（12/3）

重層的な汚染⽔対策により、サブドレンくみ上げ量及び護岸（T.P.2.5m盤）エリアのくみ上
げ量が低減し、低い⽔準で推移している。

データ︔〜2019/8/25

62

年度平均︓3.7mm 年度平均︓3.8mm 年度平均︓2.7mm年度平均︓3.９mm

平均︓

年度平均︓418

合計︓

平均︓

年度平均︓350 年度平均︓310 年度平均︓150 年度平均︓80

年度平均︓465 年度平均︓475 年度平均︓354



4

2-1 汚染⽔発⽣量の推移

4

陸側遮⽔壁、サブドレン等の重層的な対策の進捗に伴って、建屋流⼊量・汚染⽔発⽣量共に減少している。
2018年度は降⾬量が少ないこともあり、汚染⽔発⽣量は170m3/⽇で、2015年度の約1/3に低減している
。冬期などの降⾬量が⽐較的少ない時期には150m3/⽇を下回る傾向にある。

 2019年2⽉の汚染⽔発⽣量の増加は、陸側遮⽔壁の外にあるサイトバンカ建屋からの移送量の増加等に起因
したものである。

170 [100] m3/⽇

1,429mm/年度 1,337mm/年度 1,375mm/年度

490 [270] m3/⽇ 400 [200] m3/⽇ 220 [140] m3/⽇

150m3/
⽇

997mm/年度

海側遮⽔壁の閉合後、
地下⽔ドレン稼働
（2015.11）

陸側遮⽔壁第⼀段階
フェーズ１（2016.3末）

陸側遮⽔壁第⼀段階
フェーズ2（2016.6上）サブドレン稼働

（2015.9末）

汚染⽔発⽣量［建屋流⼊量］



5

【参考】1-1 地中温度分布図（１号機北側）

（温度は8/27 7:00時点のデータ）

︓TP+5.3

︓TP+7.5

︓凍⼟壁内側⽔位

︓凍⼟壁外側⽔位

※計器故障等について確認中



6

【参考】 1-2 地中温度分布図（１・２号機⻄側）

（温度は8/27 7:00時点のデータ）

︓TP+9.6

︓TP+9.9

︓凍⼟壁内側⽔位

︓凍⼟壁外側⽔位

︓TP+10.6
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【参考】 1-3 地中温度分布図（３・４号機⻄側）

（温度は8/27 7:00時点のデータ）

︓TP+7.9

▽Co-5D ︓TP+7.5

▽Co8︓TP+5.4

︓凍⼟壁内側⽔位

︓凍⼟壁外側⽔位
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【参考】 1-4 地中温度分布図（４号機南側）

（温度は8/27 7:00時点のデータ）

満潮位相当（TP+2.9）

当⽇⽔位︓TP+1.3（RW20）

︓TP+5.4 ︓TP+5.1

︓TP+0.9

▽Co7D︓TP+7.9

︓凍⼟壁内側⽔位

︓凍⼟壁外側⽔位

︓TP+5.1



9

【参考】 1-5 地中温度分布図（３・４号機東側）

（温度は8/27 7:00時点のデータ）

︓TP+1.1︓TP+1.0︓TP+1.0

︓TP+1.2︓TP+1.1

︓凍⼟壁内側⽔位

︓凍⼟壁外側⽔位

▽RW27︓TP+2.7

▽RW20︓TP+1.0
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【参考】 1-6 地中温度分布図（１・２号機東側）

（温度は8/27 7:00時点のデータ）

︓TP+2.6︓TP+2.2
▽RW29︓TP+2.6

︓TP+2.6︓TP+2.7

︓凍⼟壁内側⽔位

︓凍⼟壁外側⽔位

▽RW26︓TP+1.0

▽RW31︓TP+3.2
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【参考】維持管理運転の状況（8/27 7︓00現在）

※全測温点-5℃以下かつ全測温点平均で地中温度-10℃以下でブライン循環を停⽌。
ブライン停⽌後、測温点のうちいずれか1点で地中温度-2℃以上となった場合はブラインを再循環。
なお、これら基準値は、データを蓄積して⾒直しを⾏っていく。

■ 維持管理運転対象全49ヘッダー管（北側11，南側8，東側15，⻄側15）のうち、
6ヘッダー管（北側0，南側0，東側6，⻄側0）にてブライン停⽌中。

【全体 6／49ヘッダー ブライン停⽌中】

-凡 例-
︓ブライン停⽌中の区間（凍結管単位を含む）
︓ブライン循環運転中の区間

維持管理運転全⾯展開

(凍結中) 25-6S
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【参考】 2-1 地下⽔位・⽔頭状況（中粒砂岩層 海側）

データ︔〜2019/8/25



13

【参考】 2-2 地下⽔位・⽔頭状況（中粒砂岩層 ⼭側①）

データ︔〜2019/8/25
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【参考】 2-3 地下⽔位・⽔頭状況（中粒砂岩層 ⼭側②）

データ︔〜2019/8/25
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【参考】 2-4 地下⽔位・⽔頭状況（互層、細粒・粗粒砂岩層⽔頭 海側）

データ︔〜2019/8/25



【参考】 2-5 地下⽔位・⽔頭状況（互層、細粒・粗粒砂岩層⽔頭 ⼭側）

16

データ︔〜2019/8/25
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● 陸側遮水壁（海側）海側観測井
● 建屋水位
● 陸側遮水壁（山側）山側水位

サブドレン（山側）
サブドレン（海側）

● 地下水ドレン観測井

【参考】サブドレン・注⽔井・地下⽔位観測井位置図

100m
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①追加ボーリング観測孔の放射性物質濃度推移（1/3）
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13/8/19 14/1/16 14/6/15 14/11/12 15/4/11 15/9/8 16/2/5 16/7/4 16/12/1 17/4/30 17/9/27 18/2/24 18/7/24 18/12/21 19/5/20

Ｈ４エリア周辺（E-1）

全β H-3
全β（検出限界値） H-3（検出限界値）
Cs-134 Cs-137

Bq/L 2017/6/8～ タンク撤去作業の進捗により採取点廃止
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Ｈ４エリア周辺（E-2）Bq/L
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13/8/19 14/1/16 14/6/15 14/11/12 15/4/11 15/9/8 16/2/5 16/7/4 16/12/1 17/4/30 17/9/27 18/2/24 18/7/24 18/12/21 19/5/20

H4エリア周辺（E-3）全β H-3

全β（検出限界値） H-3（検出限界値）

Bq/L
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H4エリア周辺（E-4）Bq/L
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H4エリア周辺（E-6）Bq/L
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H4エリア周辺 （E-5）Bq/L
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13/8/19 14/1/16 14/6/15 14/11/12 15/4/11 15/9/8 16/2/5 16/7/4 16/12/1 17/4/30 17/9/27 18/2/24 18/7/24 18/12/21 19/5/20

H4エリア周辺（E-7）Bq/L

2015/12/21～ タンク撤去作業の進捗により採取点廃止

2018/4/1～ 1回/月採水

2018/4/1～ 1回/月採水

2018/4/1～ 1回/月採水

注：下流地点のため2018/4/1より採取を中断している。

注：下流地点のため2018/4/1より採取を中断している。
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①追加ボーリング観測孔の放射性物質濃度推移（2/3）
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H4エリア周辺（E-8）全β H-3

全β（検出限界値） H-3（検出限界値）

Bq/L
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H4エリア周辺（E-9）Bq/L
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H4エリア周辺（E-12）Bq/L 2017/1/10～ 汚染土壌回収作業のため採取点廃止
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H4エリア周辺（E-11）Bq/L 2015/12/21～ タンク撤去作業の進捗により採取点廃止
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H4エリア周辺（E-13）Bq/L
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13/8/19 14/1/16 14/6/15 14/11/12 15/4/11 15/9/8 16/2/5 16/7/4 16/12/1 17/4/30 17/9/27 18/2/24 18/7/24 18/12/21 19/5/20

H4エリア周辺（E-14）Bq/L

2018/4/1～ 1回/月採水

2018/4/1～ 1回/週採水

2018/4/1～ 1回/週採水

2018/4/1～ 1回/週採水

2018/4/1～ 1回/週採水
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①追加ボーリング観測孔の放射性物質濃度推移（3/3）
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13/8/19 14/1/16 14/6/15 14/11/12 15/4/11 15/9/8 16/2/5 16/7/4 16/12/1 17/4/30 17/9/27 18/2/24 18/7/24 18/12/21 19/5/20

H4エリア周辺（F-1）
全β H-3

全β（検出限界値） H-3（検出限界値）

Bq/L 2017/1/10～ 汚染土壌回収作業のため採取点廃止
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13/8/19 14/1/16 14/6/15 14/11/12 15/4/11 15/9/8 16/2/5 16/7/4 16/12/1 17/4/30 17/9/27 18/2/24 18/7/24 18/12/21 19/5/20

Ｈ６エリア周辺（G-1）Bq/L
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Ｈ６エリア周辺（G-2）Bq/L
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13/8/19 14/1/16 14/6/15 14/11/12 15/4/11 15/9/8 16/2/5 16/7/4 16/12/1 17/4/30 17/9/27 18/2/24 18/7/24 18/12/21 19/5/20

Ｈ６エリア周辺（G-3）Bq/L

2018/4/1～ 1回/週採水

2018/4/1～ 1回/週採水

2018/4/1～ 1回/月採水
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②地下⽔バイパス調査孔・揚⽔井の放射性物質濃度推移（1/2）
　地下⽔バイパス調査孔
【全β】

【トリチウム】
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13/1/1 13/5/1 13/8/29 13/12/27 14/4/26 14/8/24 14/12/22 15/4/21 15/8/19 15/12/17 16/4/15 16/8/13 16/12/11 17/4/10 17/8/8 17/12/6 18/4/5 18/8/3 18/12/1 19/3/31 19/7/29

全
β

放
射

能
濃

度
（
B
q/

L
）

地下水バイパス 調査孔 全β放射能濃度推移

調査孔B 全β

調査孔B 全β検出限界以下

調査孔C 全β

調査孔C 全β検出限界以下
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H
-
3
放

射
能

濃
度

（
B
q/

L
）

地下水バイパス 調査孔 トリチウム濃度推移
調査孔B H-3

調査孔B H-3検出限界以下

調査孔C H-3

調査孔C H-3 検出限界以下
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②地下⽔バイパス調査孔・揚⽔井の放射性物質濃度推移（2/2）
　地下⽔バイパス揚⽔井
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揚水井No.10 H-3

揚水井No.11 H-3

揚水井No.12 H-3
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放
射

性
物

質
濃

度
(B

q
/
L
) 揚水井No.5 全β 揚水井No.5 全β検出限界値

揚水井No.6 全β 揚水井No.6 全β検出限界値

揚水井No.7 全β 揚水井No.7 全β検出限界値

揚水井No.8 全β 揚水井No.8 全β検出限界値
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性
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質
濃

度
(B

q
/
L
)

揚水井No.5 H-3 揚水井No.5 H-3検出限界値

揚水井No.6 H-3 揚水井No.6 H-3検出限界値

揚水井No.7 H-3 揚水井No.7 H-3検出限界値

揚水井No.8 H-3 揚水井No.8 H-3検出限界値

1

10

100

1000

10000

13/4/10 13/9/7 14/2/4 14/7/4 14/12/1 15/4/30 15/9/27 16/2/24 16/7/23 16/12/20 17/5/19 17/10/16 18/3/15 18/8/12 19/1/9 19/6/8

放
射

性
物

質
濃

度
(B

q
/
L
)

揚水井No.9 H-3 揚水井No.9 H-3検出限界値

揚水井No.10 H-3 揚水井No.10 H-3検出限界値

揚水井No.11 H-3 揚水井No.11 H-3検出限界値

揚水井No.12 H-3 揚水井No.12 H-3検出限界値

【全β】

【トリチウム】
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) 揚水井No.9 全β 揚水井No.9 全β検出限界値

揚水井No.10 全β 揚水井No.10 全β検出限界値

揚水井No.11 全β 揚水井No.11 全β検出限界値

揚水井No.12 全β 揚水井No.12 全β検出限界値
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③排⽔路の放射性物質濃度推移

（注）
Cs-134,137の検出限界値を見直し（B排水路ふれあい交差点近傍：2016/1/21～、C排水路正門近傍：2016/1/20～）。
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13/8/19 14/1/16 14/6/15 14/11/12 15/4/11 15/9/8 16/2/5 16/7/4 16/12/1 17/4/30 17/9/27 18/2/24 18/7/24 18/12/21 19/5/20

B排水路 ふれあい交差点近傍

（B-0-1）

Cs-137 全β

Cs-137（検出限界値） 全β（検出限界値）

Bq/L
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13/8/19 14/1/16 14/6/15 14/11/12 15/4/11 15/9/8 16/2/5 16/7/4 16/12/1 17/4/30 17/9/27 18/2/24 18/7/24 18/12/21 19/5/20

C排水路正門近傍

（C-0）Bq/L

注：2016/5/4,8/17荒天のため採水できず。2016/10/5水が無いため採水できず。

2014/3/13～ 1回/週採水

2018/3./31～ 上流地点のため廃止

2014/3/13～ 2回/週採水
2018/3/31～ 上流地点のため廃止
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切替C排水路33.5ｍ盤出口

（C-2-1）Bq/L
2014/7/14～ 採水

2017/1/16～ 採取点見直しにより廃止

注：2016/9/30～10/11,13,12/4～8,10～13,17～20水が無いため採水できず。

注：水が無いため採水できない場合がある。至近では2017/10/3～12,11/7～21,28,30,12/5～28,2018/1/2～30,2/1～27,3/1,3/8～20,27,29採水できず。
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Bq/L
C排水路 33.5m盤

Cs-137 全β

Cs-137(検出限界値) 全β(検出限界値)
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④海⽔の放射性物質濃度推移
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南放水口付近

（南放水口から約320ｍ）（T-2）
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南防波堤南側

（T-0-3）Bq/L

（注）

南放水口付近： 地下水バイパス排水中に検出限界値を下げて分析したものも表示している。
2016/9/15～ 全βの検出限界値を見直し（20→5Bq/L）。
2017/1/27～ 防波堤補修のため南放水口より約330m南の地点から約280m南の地点へ変更。
2018/3/23～ 階段の本設化に伴い南放水口より約320m南の地点へ変更。

北防波堤北側、港湾口東側、南防波堤南側： 全βの検出が増えたため2015/7 /13は第三者機関においても検出限界値を下げて分析したものも表示している。

注：2016/8/20,21,22,30荒天のため採水できず。

注：2016/8/20-23,28,30,31,9/1,2荒天のため採水できず。2016/9/3～護岸が崩落しアクセスが困難なため採水できず。

周辺の河川等の影響を受ける場合がある。
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2019年8⽉29⽇

増設多核種除去設備（増設ALPS）排⽔サンプ1シンク
下流からの漏えい

東京電⼒ホールディングス株式会社



1

概要

概要

2019年7月29日増設ALPS排水サンプ1シンク下流からの漏えいを確認

漏えい箇所は、排水サンプ1シンク出口弁下流のステンレス製フレキシブル配管

漏えいした水は増設ALPSの堰内に留まっており、建屋外への漏えいには至っていない

漏えい水の放射能濃度

全β：1.8×105Bq/L

時系列
7月29日

11:09 増設ALPS排水サンプ1シンク下流からの漏えいを当社社員が発見

漏えいは1滴／3秒

11:40 漏えい停止を確認

12:30 サンプリング実施

13:32 漏えい水の拭き取り完了

漏えい範囲

1m × 2m



2

漏えい発生の状況

漏えい発生時、排水サンプ1シンク出口弁は閉としており、 A系クロスフローフィルタ（CFF）洗浄作業の
エアブローにより、排水サンプ1を介して当該ラインに圧力がかかっていた。また、シンクからの水の流入は
なかったことから、もともと損傷していたフレキシブル配管から残水が漏えいしたと思われる。

クロスフローフィルタA
ドレン

排⽔サンプ1

処理⽔受⼊タンク
（処理系統）へ

排⽔サンプ１シンク

漏えい箇所
ステンレス製

フレキシブル配管



3

暫定処置
漏えいしたフレキシブル配管を取り外し、閉止フランジの取り付けおよびサン
プ1シンクの使用を禁止する処置を行い、復旧済み。

今後の対応
原因はフレキシブル配管の腐食と推定しており、今後、同様の腐食が懸念され
る配管も含め、交換を実施する予定。

暫定処置と今後の対応


